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 我々は、地震前に観測される電磁波異常の観測を目的として、環境電磁界を連続的にモニタリングするソフ

トウェアの開発を行った。この技術を用いて、環境電磁波測定ネットワークとして 2003 年 4 月より運用してきた

結果、現在 10 カ所のサイトで観測を行っている。 

 これまで、地中の電界から電離層の擾乱まで様々でかつ周波数帯も DC～VHF 帯と幅広くにわたった地震に先

行する電磁現象が数々観測され研究されている。こういった電磁場の異常を地震前兆電磁信号( SEMS )と呼んでい

る。この様な SEMS の発生メカニズムとして、「断層の電磁気モデル」や「流動電位モデル」などが提唱された。「断

層の電磁気モデル」は地下の応力変化に応じて岩石中の石英粒子の圧電分極が消滅し、分極補償電荷が地中に解放

されるときに電場が生じ電流が流れるというものである。 

 この「断層の電磁気モデル」を考慮して、日本において観測期間内に起きた地震から電場強度を推定した。

以前 SEMS を観測した鳥取県西部地震や芸予地震の場合と比較して、推定した電場強度が大きくなる地震に対して、

観測している環境電磁界に変化がないか検討した。この結果を本発表で報告する。 

 


